
 

  

は
じ
め
に 

 

中
東
情
勢
に
対
す
る
私
た
ち
の
基
準
は
、
そ
の
動
向
が

パ
レ
ス
チ
ナ
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
に
尽
き
ま
す
。
関
係

意
識
は
持
っ
て
い
て
も
、
関
係
す
る
行
動
が
取
れ
な
い
中

で
、
せ
め
て
関
心
を
持
ち
続
け
、
や
が
て
世
界
中
か
ら
パ

レ
ス
チ
ナ
国
家
成
立
が
認
め
ら
れ
、
昔
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
東
京
事

務
所
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
京
に
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
代
表

部
＝
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使
館
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
一
方
で
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
決
意

が
刻
々
と
固
め
ら
れ
る
中
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

日
本
政
府
に
対
し
平
和
的
関
与
意
外
に
す
る
な
と
声
を

上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

中
東
一
色
の
国
連
総
会 

 

今
年
の
国
連
総
会
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
始
ま
り
パ
レ
ス

チ
ナ
で
終
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

九
月
二
十
七
日
、
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
、
国
家
と
し
て
の
正

式
加
盟
を
求
め
な
が
ら
妥
協
策
と
し
て
、
非
加
盟
国
家

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
）
へ
の
承
認
を
目
指
す
総
会
決
議

案
の
提
案
を
表
明
。
同
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

首
相
は
、
同
じ
国
連
総
会
演
説
で
「
紛
争
解
決
の
妨
げ
に

な
る
」
と
発
言
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
に
対
し
「
核
武
装
し
た

ア
ル
カ
イ
ダ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
経
済
制
裁
で
は
核
開
発

は
阻
止
で
き
ず
、
阻
止
の
た
め
の
軍
事
攻
撃
に
踏
み
切
る

基
準
を
明
確
に
し
、
イ
ラ
ン
を
屈
服
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と

演
説
。
そ
の
上
で
、
来
年
春
に
も
イ
ラ
ン
攻
撃
に
踏
み
切

る
可
能
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。 

そ
の
前
日
の
二
六
日
、
エ
ジ
プ
ト
の
モ
ル
シ
大
統
領
は

「
地
域
の
主
要
問
題
で
、
外
交
地
域
大
国
の
役
割
を
取
り

戻
す
。
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
と
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹

立
を
支
持
す
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
占
領
地
で
の
入
植

活
動
を
容
認
す
る
国
際
社
会
の
現
状
は
、
自
由
世
界
に
と

っ
て
恥
だ
。
」
と
表
明
。
国
連
総
会
の
終
了
前
、
十
一
月

二
九
日
、
ア
ッ
パ
ス
議
長
提
案
の
決
議
案
が
賛
成
一
三
八
、

反
対
九
、
棄
権
四
一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
賛
成

票
を
投
じ
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
は
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
」

か
ら
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
」
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

敵
は
本
能
寺
に
あ
り 

 

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
到
達
点
は
、
昨
年
二
月
一
一
日
の

ム
バ
ラ
ク
政
権
の
打
倒
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ

ト
が
作
り
上
げ
た
「
七
九
年
体
制
」
の
破
壊
で
す
。
そ
れ

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
更
な
る
孤
立
化
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ラ
ク
に
続
く
ア
メ
リ
カ
の
中
東
に
お
け
る
無
力
化

と
失
敗
を
意
味
し
ま
す
。 

 

オ
バ
マ
政
権
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
が
取
れ
る
対
応
は
、

エ
ジ
プ
ト
を
敵
に
回
さ
ず
、
エ
ジ
プ
ト
の
中
立
化
を
追
求

す
る
以
外
に
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
目
的
は
、
イ
ラ
ン
・

エ
ジ
プ
ト
の
国
交
回
復
の
阻
止
に
あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
見
た
両
国
の
国
交
回
復
は
、
悪
夢
の
イ
ラ
ン
・
エ

ジ
プ
ト
同
盟
の
成
立
と
同
じ
程
度
の
衝
撃
と
な
る
。 

 

エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
平
和
条
約
が
成
立
し
た
一

九
七
九
年
以
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
や
り
た
い
放
題
の
前
提

は
エ
ジ
プ
ト
の
暗
黙
の
了
解
で
し
た
。
そ
の
前
提
を
維
持

す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
と
同

等
の
軍
事
的
・
経
済
的
な
支
援
を
エ
ジ
プ
ト
軍
事
政
権
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
軍
部
と
ム
バ
ラ
ク
政
権
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
私
腹
を
肥
や
し
、
反
米
・
反
イ
ス
ラ
エ
ル

の
個
人
や
団
体
を
三
〇
年
に
渡
っ
て
弾
圧
し
続
け
ま
し

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
も
は
や
そ
の
体
制
は
消
滅
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

二
・
一
一
革
命
に
よ
っ
て
三
つ
の
大
き
な
変
化
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
に
向
か
う
流
れ
が

エ
ジ
プ
ト
側
の
事
実
上
の
解
除
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
、
イ

ラ
ン
か
ら
の
武
器
が
ス
ー
ダ
ン
経
由
で
大
量
に
運
搬
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
ム
バ
ラ
ク
政
権
が
安
い
価
格

で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
提
供
し
て
き
た
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
、
四
月
に
停
止
し
た
こ
と
。
断
絶
状
態
だ
っ
た

イ
ラ
ン
と
の
関
係
が
モ
ル
シ
大
統
領
に
よ
る
イ
ラ
ン
訪

問
に
よ
っ
て
改
善
の
動
き
が
強
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。 

 

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
一
一
月
一
四
日
の
ガ
ザ
空
爆

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
月
六
日
の
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
挙
で
オ
バ
マ
が
再
選
さ
れ
、
オ
バ
マ
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
支
持
の
確
認
後
の
攻
撃
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
二
〇
〇
八
年
末
か
ら
二
〇
〇
九
年
初
め
の

三
週
間
に
わ
た
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
空
爆
と
地
上
侵
攻

を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
攻
撃
時
の
状
況
は
、
三
年
前
と
全
く
違
っ
て
い
ま

し
た
。
ト
ル
コ
や
バ
ー
レ
ー
ン
政
府
の
特
使
や
敵
対
す
る

ア
ッ
バ
ス
自
治
政
府
か
ら
の
連
帯
の
訪
問
が
ガ
ザ
に
あ

り
、
い
ち
早
く
エ
ジ
プ
ト
政
府
が
停
戦
に
向
け
た
協
議
を



ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
呼
び
か
け
、
両
者
は
一
週
間
後

に
停
戦
を
し
ま
し
た
。 

 

ハ
マ
ス
は
イ
ラ
ン
製
の
長
距
離
ロ
ケ
ッ
ト
弾
「
フ
ァ
ジ

ル
５
」
の
威
力
を
見
せ
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ガ

ザ
と
エ
ジ
プ
ト
の
検
問
所
の
自
由
往
来
の
拡
大
を
獲
得

し
た
こ
と
等
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
停
戦

要
請
と
モ
ル
シ
大
統
領
の
立
場
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

両
者
は
停
戦
を
し
ま
し
た
。 

 

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
に
と
っ
て
は
イ
ラ
ン
の
代
理
人
で

し
か
な
か
っ
た
ハ
マ
ス
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
、
来
年
一
月

の
選
挙
で
の
勝
利
に
つ
な
が
り
、
「
イ
ラ
ン
攻
撃
」
に
イ

ス
ラ
エ
ル
国
民
の
同
意
を
得
た
と
し
て
単
独
攻
撃
態
勢

に
入
る
で
し
ょ
う
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
に
と
っ
て
は
、
自
国
生

存
の
た
め
に
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
を
破
壊
す
る
し
か
な
く
、

も
し
そ
れ
に
失
敗
を
し
て
イ
ラ
ン
の
核
武
装
が
現
実
化

す
れ
ば
、
中
東
で
核
武
装
の
連
鎖
が
起
き
る
。
パ
キ
ス
タ

ン
の
核
武
装
を
応
援
し
て
き
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
ま

ず
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
導
入
し
て
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
に
対

峙
す
る
。
エ
ジ
プ
ト
も
ム
バ
ラ
ク
政
権
時
代
に
断
念
し
た

核
開
発
を
平
和
目
的
と
し
て
開
始
す
る
。
中
東
で
唯
一
の

核
武
装
国
家
が
い
つ
か
、
核
武
装
す
る
中
東
諸
国
に
取
り

囲
ま
れ
る
。
こ
の
事
態
を
招
き
寄
せ
る
す
べ
て
の
要
因
こ

そ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
の
本
能
寺
で
あ
り
、
イ
ラ
ン

一
国
の
核
武
装
化
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
い
つ
か
イ
ラ
ン
の
核
攻
撃
に
よ

っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
地
図
上
か
ら
消
さ
れ
る
、
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
は
そ
の
妄
想
を
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も
一
〇
年
前
、
イ
ラ
ク
の
核
攻
撃
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
っ
て
、
イ
ラ
ク
攻

撃
に
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
東
の
再
支
配
を
断
念
で

き
な
い
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
「
敵
は
本
能
寺
に
あ
り
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

和
解
に
向
け
て 

 

一
一
月
二
五
日
、
ハ
マ
ス
と
フ
ァ
タ
フ
ァ
自
治
政
府
は
、

相
互
の
捕
虜
を
釈
放
す
る
と
発
表
。
翌
二
六
日
、
ハ
マ
ス

は
、
ア
ッ
パ
ス
議
長
の
国
連
参
加
資
格
格
上
げ
方
針
を
支

持
す
る
と
表
明
。
ア
ッ
バ
ス
議
長
の
方
針
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
の
二
国
家
共
存
路
線
に
基
づ
く
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存

在
を
認
め
た
上
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
建
設
路
線
と
言

え
ま
す
。
ハ
マ
ス
は
こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
を
認

め
ず
、
武
装
闘
争
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立
路
線
を

取
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
家
が
一
三
八
の

国
々
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
以
上
、
ハ
マ
ス
は
こ
の
動
き

を
支
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
す
。
ハ
マ
ス
の
出
身
母
体

で
あ
る
、
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
も
ア
ッ
バ
ス
路

線
を
強
力
に
支
持
し
て
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
仲
介

で
両
者
は
、
カ
イ
ロ
で
和
解
実
現
化
の
協
議
を
一
二
月
に

入
り
開
始
す
る
見
込
み
で
す
。
ア
ッ
バ
ス
議
長
も
一
一
月

二
五
日
の
演
説
で
、
「
国
連
か
ら
戻
っ
た
後
に
実
現
す
べ

き
は
和
解
で
あ
り
、
更
に
そ
の
後
は
国
家
樹
立
だ
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
存
在
を
考
え

れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
承
認
か
ら
和
解
へ
、
そ
し
て
国
家

樹
立
路
線
な
ど
認
め
が
た
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
「
生
か
さ
ず
、
殺
さ
ず
」
の
収
容
所
状
態

の
解
消
に
向
け
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
統
一
と
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
交
渉
を
エ
ジ
プ
ト
の
仲
介
で
同
時
並
行
で
進
め
て

い
く
以
外
に
な
い
、
と
考
え
ま
す
。 

 

日
本
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
に
賛
成
し
ま
し
た
。
賛

成
し
た
責
任
を
果
た
せ
と
私
た
ち
は
声
を
上
げ
よ
う
。 

 

日
本
の
動
き 

 

九
月
下
旬
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
と
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
米
軍
主

導
の
「
国
際
掃
海
演
習
」
が
イ
ラ
ン
の
目
の
前
で
行
わ
れ
、

日
本
は
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
母
艦
「
う
ら
が
」
と
掃
海
艦

「
は
ち
じ
ょ
う
」
を
参
加
さ
せ
ま
し
た
。
八
月
一
五
日
発

表
の
、
第
三
次
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
と
ナ
イ
報
告
で
強
く
日
本

に
要
求
し
た
項
目
で
す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
問
題
と
関

連
さ
せ
て
海
上
自
衛
隊
の
動
き
を
監
視
し
ま
し
ょ
う
。
一

二
月
一
六
日
の
総
選
挙
の
結
果
で
大
き
な
影
響
が
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

（
金
安 

弘
） 

 


